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は
じ
め
に

　

一
九
七
三
年
に
前
漢
の
馬
王
堆
三
号
漢
墓
か
ら
数
種
類
の
房
中
術
関
連
の
書

物
が
出
土
し
た
。
甲
巻
に
『
十
問
』『
合
陰
陽
』、
乙
巻
に
『
雑
禁
方
』『
天
下

至
道
談
』
で
あ
る
。
墓
主
人
は
軑
侯
利
蒼
の
息
子
で
あ
る
利
希
の
兄
弟
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
漢
の
文
帝
十
二
年
（
紀
元
前
一
六
八
年
）
の
紀
年
の
あ
る
木
牘

が
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
が
死
亡
或
い
は
埋
葬
年
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
１

。

　

甲
巻
『
十
問
』『
合
陰
陽
』、乙
巻
『
雑
禁
方
』『
天
下
至
道
談
』
の
様
子
は
、『
馬

王
堆
漢
墓
帛
書
（
肆
）２
』
の
写
真
版
と
『
長
沙
馬
王
堆
二
、三
号
漢
墓　

第
一
巻
、

田
野
考
古
発
掘
報
告
３

』
に
お
い
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。「
甲
巻
の
簡

の
長
さ
は
23
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
幅
は
0.9
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
0.6
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
二
種
に
分
か
れ
る
が
、
0.6
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
多
い
。
幅
の
狭

い
簡
で
は
字
が
比
較
的
小
さ
く
、
最
も
多
い
も
の
は
一
簡
に
27
文
字
あ
る
。
幅

の
寛
い
簡
は
字
が
比
較
的
大
き
く
、
簡
ご
と
に
20
字
前
後
あ
る
。
二
種
は
各
お

の
若
干
の
段
に
分
か
れ
、段
首
に
は
黒
色
の
小
さ
な
円
の
点
で
標
識
（
し
る
し
）

が
つ
け
ら
れ
、
一
段
が
お
わ
っ
た
あ
と
空
白
が
あ
っ
て
も
、
別
の
一
段
は
続
け

て
書
か
れ
て
い
な
い
。
簡
の
上
下
に
は
、
ぼ
ん
や
り
と
巻
物
を
細
縄
で
編
ん
だ

痕
跡
が
の
こ
っ
て
い
る
。
乙
巻
中
の
『
雑
禁
方
』
は
十
一
枚
で
、
簡
の
長
さ
は

22
～
23
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
幅
は
1.1
～
1.2
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
簡
ご
と
に
13
～

15
字
、
字
は
大
き
く
か
つ
ま
ば
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
の
五
十
六
簡
は
長
さ
29
、

幅
0.5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
字
は
規
則
正
し
く
整
っ
て
お
り
、
簡
ご
と
に
字

数
は
31
～
34
字
も
あ
る
。
竹
簡
上
下
の
字
の
な
い
空
白
の
と
こ
ろ
（
上
下
の
端

か
ら
均
し
く
1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
距
て
て
い
る
）
と
竹
簡
の
真
ん
中
に
、
そ
れ

ぞ
れ
二
す
じ
の
細
縄
で
編
ま
れ
て
い
る
、
細
縄
は
す
で
に
朽
ち
て
い
る
が
、
残

さ
れ
た
痕
跡
は
、
か
な
り
明
晰
で
あ
る
。４
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
に
関
し
て
は
、「
竹
簡
〝
医
書
〟
系
匯
編
性
資
料
、
它
来
源
于
不

同
抄
本
５

」
と
、
寄
せ
集
め
の
資
料
で
あ
る
か
の
ご
と
く
記
さ
れ
、
そ
の
例
と

し
て
『
天
下
至
道
談
』
の
十
熱
５

と
『
合
陰
陽
』
の
十
節
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

馬
王
堆
房
中
書
の
書
誌
学
的
考
察

―

十
問
・
合
陰
陽
・
天
下
至
道
談
を
中
心
と
し
て―

大　

形　
　
　

徹
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拙
稿
で
は
、そ
の
あ
た
り
の
と
こ
ろ
を
も
う
少
し
丁
寧
に
検
討
し
て
み
た
い
。

よ
く
似
た
内
容
の
も
の
が
い
く
つ
か
の
書
物
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
、
書
物
の

成
立
の
先
後
を
決
め
る
手
が
か
り
と
も
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

一
、『
十
問
』

　
『
十
問
』
は
、
十
の
問
答
体
か
ら
な
る
。
い
ず
れ
も
帝
王
あ
る
い
は
君
主
な

ど
が
、
そ
の
師
あ
る
い
は
客
に
問
う
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
十

種
類
あ
り
、
い
ず
れ
に
も
「
問
」
と
い
う
文
字
が
入
っ
て
い
る
。『
十
問
』
と

い
う
書
名
は
馬
王
堆
帛
書
整
理
小
組
に
よ
る
命
名
だ
が
、
そ
の
形
式
に
あ
わ
せ

て
の
も
の
だ
ろ
う
。

　

十
の
問
答
体
の
最
初
の
部
分
の
み
を
抜
き
だ
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。「
黄

帝
問
於
天
師
」・「
黄
帝
問
於
大
成
」・「
黄
帝
問
於
曹
熬
」・「
黄
帝
問
於
容
成
」・

「
尭
問
於
舜
」・「
王
子
巧
父
問
於
彭
祖
」・「
帝
盤
庚
問
於
耇
老
」・「
禹
問
於
師
癸
」

と
い
う
前
半
８
つ
は
、「
○
○
問
於
△
△
」（
○
○
は
天
子
、
△
△
は
師
）
の
形

に
な
っ
て
い
る
。
あ
と
の
二
つ
「
文
執
（
摯
）
見
斉
威
王
、威
王
問
道
焉
」・「
王

『
十
問
』
に
み
え
る
人
名

天
子
・
君
主
等

生
没
（
在
位
）

師

生
没

備　
　
　
　
　
　
　
　

考

一
問

黄
帝

不
明

天
師

不
明

黄
帝
の
初
出
は
、『
荘
子
』
？
荘
子
雑
篇
徐
无
鬼
に
天
師
。
漢
書
芸
文
志
に
天
老
雜
子
陰
道
二
十
五
卷
。

天
一
陰
道
二
十
四
卷
。
黄
帝
三
王
養
陽
方
二
十
卷
。
三
家
内
房
有
子
方
十
七
卷
。『
黄
帝
内
経
素
問
』

上
古
天
真
論
、
五
運
行
大
論
に
天
師
。

二
問

黄
帝

同
上

大
成

同
上

務
成
子
陰
道
三
十
六
卷
。

三
問

黄
帝

同
上

曹
熬

同
上

四
問

黄
帝

同
上

容
成

同
上

容
成
陰
道
二
十
六
卷
。
淮
南
子
脩
務
訓
に
容
成
。
列
仙
傳
に
容
成
公
。

五
問

尭

同
上

舜

同
上

堯
舜
陰
道
二
十
三
卷
。

六
問

王
子
巧
父

同
上

彭
祖

同
上

舜

同
上

巫
成
昭

同
上

堯
舜
陰
道
二
十
三
卷
。

七
問

帝
盤
庚

同
上

耇
老

同
上

湯
盤
庚
陰
道
二
十
卷
。
天
老
雜
子
陰
道
二
十
五
卷
。

八
問

禹

同
上

師
癸

同
上

禹
の
皇
后
と
し
て
姚
氏
の
名
が
み
え
る
。

九
問

斉
威
王

在
位
、
前
三
五
六
～
三
一
九

文
執
（
摯
）

同
上

十
問

秦
昭
王

前
三
〇
六
～
二
五
一

（
在
位
、
前
三
○
七
～
二
五
一
）

王
期

同
上

秦
、
昭
襄
王
。
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期
見
、
秦
昭
王
問
道
焉
」
は
、
と
も
に
「
△
△
見
□
○
○
、
○
○
問
道
焉
」（
△

△
は
客
、
□
は
国
名
、
○
○
は
君
主
）
の
形
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
当
初
、
前

半
の
８
つ
の
部
分
が
、
ひ
と
か
た
ま
り
の
も
の
と
し
て
あ
り
、
後
半
２
つ
が
付

加
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

八
問
ま
で
は
生
卒
年
に
確
実
な
も
の
は
な
い
が
、
斉
の
威
王
と
秦
の
昭
王
の

二
人
の
生
卒
年
あ
る
い
は
在
位
が
わ
か
る
た
め
に
、
こ
の
書
の
作
ら
れ
た
上
限

を
あ
る
程
度
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
斉
の
威
王
と
秦
の
昭
王
で
は
、
昭
王
の

方
が
後
の
君
主
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
書
は
少
な
く
と
も
秦
の
昭
王
の
在

位
の
初
年
（
前
三
○
七
）
よ
り
前
に
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
帛
書
や
木
簡
・

竹
簡
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
の
は
三
号
漢
墓
で
あ
る
。
そ
の
墓
主
（
男
性
）
が
埋

葬
さ
れ
た
の
は
前
漢
の
文
帝
十
二
年
（
紀
元
前
一
六
八
年
）
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、秦
の
昭
王
の
在
位
の
初
年
（
前
三
○
七
）
か
ら
文
帝
十
二
年
（
前

一
六
八
年
）
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
た
書
物
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

黄
帝

　

黄
帝
が
四
回
登
場
す
る
。
こ
れ
は
突
出
し
て
多
い
。『
荘
子
』
に
は
多
出
す

る
が
、儒
教
関
係
の
書
物
に
は
、ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
。『
詩
経
』
や
『
書
経
』

に
は
み
え
ず
、『
論
語
』
に
も
み
え
な
い
。
成
立
の
や
や
遅
れ
る
と
み
な
さ
れ

る
『
礼
記
』
祭
法
に
は
、「
有
虞
氏
禘
黄
帝
而
郊

、
祖
顓
頊
而
宗
堯
。
夏
后

氏
亦
禘
黄
帝
而
郊
鯀
、祖
顓
頊
而
宗
禹
」と
黄
帝
の
名
が
み
え
る
。そ
こ
に
は
堯
、

舜
（
有
虞
氏
）、
禹
（
夏
后
氏
）
の
名
も
み
え
る
。
堯
舜
は
、
儒
教
で
尊
ば
れ
、

『
論
語
』
に
も
登
場
す
る
天
子
で
あ
る
。『
十
問
』
は
黄
帝
と
堯
、
舜
、
禹
が
混

在
し
て
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、『
礼
記
』
祭
法
の
立
場
に
近
い
。

　

鉄
井
慶
紀
氏
は
、
黄
帝
を
上
帝
、
太
陽
神
と
の
関
わ
り
で
捉
え
て
い
る
７

が
、

太
陽
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
陰
陽
の
「
陽
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
陰
陽
を
原
理

と
す
る
房
中
術
に
本
来
、
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。
そ
の
黄
帝
の
名
の
つ
く
房

中
術
の
書
物
と
し
て
『
漢
書
』
芸
文
志
に
『
黄
帝
三
王
養
陽
方
』
二
十
卷
が
あ

る
。
こ
の
書
は
す
で
に
亡
佚
し
て
、
そ
の
内
容
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
三

王
は
尭
、
舜
、
禹
で
は
な
く
、
禹
、
湯
王
、
文
王
を
い
う
が
、『
十
問
』
は
『
黄

帝
三
王
養
陽
方
』
二
十
巻
に
近
い
書
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た

だ
、『
十
問
』
に
は
「
陽
」
と
い
う
語
は
み
え
る
も
の
の
「
養
陽
」
と
い
う
言

葉
は
み
え
な
い
。

天
師

　

一
問
は
黄
帝
と
天
師
の
話
で
あ
る
。
天
師
は
後
漢
時
代
に
張
道
陵
が
お
こ
し

た
道
教
の
天
師
道
を
想
起
さ
せ
る
が
、
前
漢
時
代
に
は
道
教
そ
の
も
の
が
ま
だ

生
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
む
し
ろ
、
こ
の
言
葉
が
の
ち
の
天
師
道
に
影

響
を
与
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

天
師
は
『
荘
子
』
雑
篇
、
徐
无
鬼
篇
に
み
え
る
。
雑
篇
は
荘
周
本
人
の
作
で

は
な
く
、
後
学
の
作
と
さ
れ
、
漢
代
に
成
立
し
た
と
も
い
う
。
そ
こ
で
は
、
黄
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帝
が
馬
を
飼
う
童
子
に
会
い
、
か
え
っ
て
教
え
を
受
け
、「
黄
帝
再
拜
稽
首
、

稱
天
師
而
退
。（
黄
帝
再
拝
稽
首
し
て
天
師
と
稱
し
て
退
く
）」
と
結
ば
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
「
天
師
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
そ
れ
は
童
子
に
対
し
て
使
用
さ

れ
て
お
り
、
房
中
術
と
は
直
接
、
結
び
つ
き
が
た
い
。
そ
の
中
で
天
師
と
呼
ば

れ
た
童
子
が
長
者
に
聞
い
た
話
と
し
て
、「
日
の
車
に
乘
り
て
襄
城
の
野
に
游

ぶ
が
若
し
」
と
い
う
文
が
み
え
る
。「
日
の
車
」
は
「
太
陽
の
車
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
太
陽
が
車
に
乗
っ
て
天
界
を
運
っ
て
い
る
と
い
う
発
想
で
あ
ろ
う
。
天

師
と
い
う
言
葉
も
本
来
、
天
と
関
連
す
る
語
で
あ
ろ
う
。
黄
帝
も
天
師
も
太
陽

と
関
連
し
て
い
る
の
は
興
味
ぶ
か
い
。

　

天
師
は
『
黄
帝
内
経
素
問
』
の
上
古
天
真
論
、五
運
行
大
論
で
も
使
用
さ
れ
、

そ
こ
で
は
岐
伯
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。『
黄
帝
内
経
素
問
』
は
黄
帝
と
岐
伯

の
問
答
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、そ
の
原
型
の
一
つ
が
『
十
問
』

な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

太
陽
が
三
日
月
の
船
に
乗
っ
て
天
空
を
航
行
し
て
い
る
と
い
う
話
は
エ
ジ
プ

ト
に
あ
る
。
そ
の
話
は
ギ
リ
シ
ア
で
は
太
陽
神
の
ア
ポ
ロ
ン
と
結
び
つ
け
ら

れ
、太
陽
の
戦
車
で
天
界
を
遊
行
し
て
い
る
。「
パ
エ
ト
ン
は
父
の
ヘ
リ
オ
ス
ー

ア
ポ
ロ
ン
を
だ
ま
し
、
偉
大
な
神
の
役
割
を
演
じ
て
、
太
陽
の
戦
車
に
乗
り
天

空
を
駆
け
る
許
し
を
得
た
。
…
パ
エ
ト
ン
の
神
話
は
ギ
リ
シ
ア
が
起
源
で
は
な

か
っ
た
。『
太
陽
の
島
』
ロ
ー
ド
ス
島
か
ら
伝
わ
っ
た
古
い
話
で
、
ロ
ド
ス
島

で
は
、
月
女
神
ダ
ナ
エ
信
仰
に
取
つ
て
代
わ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
ヒ
ッ
タ
イ

ト
人
の
太
陽
神
テ
シ
ュ
プ
を
な
だ
め
る
た
め
に
、
毎
年
白
い
ウ
マ
と
燃
え
る
戦

車
が
海
に
投
げ
込
ま
れ
た
８

」
と
み
え
る
。

　

中
国
で
は
中
山
王
国
の
遺
跡
か
ら
喪
葬
用
と
み
な
さ
れ
る
船
が
出
土
し
て
い

る
９

。
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
下
に
あ
っ
た
巨
大
な
船
を
想
起
さ
せ
る
。

戦
国
時
代
の
楚
帛
画
に
は
被
葬
者
の
魂
と
お
ぼ
し
き
人
物
が
龍
の
形
の
船
に
乗

り
、
天
界
へ
と
航
行
す
る
よ
う
に
み
え
る
図
が
あ
り
、
馬
王
堆
の
帛
画
も
同
様

に
被
葬
者
の
魂
が
龍
の
形
の
船
に
乗
っ
て
昇
天
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。こ
の
龍
の
船
が
後
漢
の
沂
南
画
像
石
の
龍
の
引
く
車
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

大
成

　

二
問
に
名
が
見
え
る
の
が
大
成
で
あ
る
。
大
成
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
詳

し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。人
名
と
し
て
は
前
漢
、劉
向
編『
新
序
』雑
事
に「
禹
、

大
成
執
に
学
ぶ
」
と
み
え
る
。
け
れ
ど
も
、
本
来
は
人
名
で
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
大
成
と
い
う
語
は
『
詩
経
』
小
雅
、
車
攻
、『
易
経
』
井
、『
春
秋
左
氏

伝
』
僖
公
十
五
年
、『
老
子
』
四
十
五
章
、『
礼
記
』
学
記
な
ど
に
み
え
る
。
興

味
ぶ
か
い
の
が
『
老
子
』
で
あ
る
。
第
四
十
五
章
に
「
大
成
は
缺
け
た
る
が
如

し
（
大
成
若
缺
）」
と
み
え
、
そ
こ
で
は
人
名
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、『
荘
子
』

山
木
篇
に
「
昔
、
吾
れ
之
れ
を
大
成
の
人
に
聞
け
り
」
と
み
え
、「
大
成
の
人
」

と
い
う
人
格
を
示
す
言
葉
と
さ
れ
て
い
る
。
唐
、
成
玄
英
は
『
荘
子
』
に
「
大

成
の
人
は
、即
ち
老
子
な
り
」
と
注
釈
を
つ
け
て
い
る
。
そ
の
流
れ
の
中
で
『
十
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問
』
で
は
、「
大
成
」
と
い
う
人
物
と
し
て
登
場
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
　10

。

曹
熬

　

曹
熬
に
関
し
て
は
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。「
曹
熬
の
陰
に
椄（
接
）し
、

神
気
を
治
む
る
の
道
な
り
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
他
の
人
物
に
も
共
通

す
る
言
い
方
で
あ
る
。
た
だ
、こ
の
章
の
後
半
の
部
分
に
『
天
下
至
道
談
』『
合

陰
陽
』『
医
心
方
』
と
重
複
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
ぶ
か
い
。

容
成

　
『
漢
書
』
芸
文
志
に
房
中
八
家
の
最
初
に
記
さ
れ
る
の
が
『
容
成
陰
道
』

二
十
六
巻
で
あ
る
。
こ
の
書
は
現
在
は
亡
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
。『
後
漢
書
』

方
術
伝
に
、
年
の
こ
ろ
、
百
五
六
十
歳
の
冷
寿
光
な
る
人
物
が
、
容
成
公
の
御

婦
人
を
御
す
術
を
行
っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
後
漢
に
お
い
て
も
、
容
成
公
は

房
中
術
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
列
仙
伝
』
で
は
、「
容
成
公
は
自

ら
黄
帝
の
師
と
称
し
、
周
の
穆
王
に
お
目
通
り
し
た
。
か
れ
は
補
導
（
精
気
を

補
い
導
く
術
、
つ
ま
り
房
中
術
）
の
事
に
た
け
て
お
り
、
精
（
陰
の
精
）
を
玄

牝
（
女
性
）
か
ら
取
っ
た
。
そ
の
要
は
、
谷
神
（
谷
の
神
、
つ
ま
り
、
水
が
滾
々

と
流
れ
だ
す
と
こ
ろ
の
神
。
そ
れ
を
赤
子
を
産
み
出
す
女
性
の
そ
の
部
分
に
喩

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
）
は
死
な
な
い
。
生
を
守
っ
て
気
を
養
う
も
の
で
あ
る
。

髪
が
白
か
っ
た
も
の
が
、
黒
く
生
え
か
わ
り
、
抜
け
落
ち
た
歯
が
、
ま
た
生
え

て
き
た
。
そ
の
事
跡
は
老
子
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
老
子
の
師
と
も
い
わ
れ
て

い
る
」
と
み
え
る
。
こ
こ
で
も
黄
帝
の
師
と
さ
れ
て
い
る
。「
玄
牝
」
や
「
谷
神
」

は
『
道
徳
経
』（『
老
子
』）
の
語
で
あ
り
、
そ
の
事
跡
が
老
子
と
同
様
、
ま
た

は
老
子
の
師
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
老
子
と
の
関
連
が
強
調
さ
れ
て

い
る
　11

が
、
興
味
深
い
こ
と
に
『
十
問
』
に
は
、
老
子
や
老
耼
の
名
は
全
く
み

え
な
い
の
で
あ
る
。

　

司
馬
遷
の
『
史
記
』
老
子
伝
で
は
老
子
こ
そ
が
『
道
德
經
』
の
作
者
と
さ
れ

て
い
る
が
、
実
は
『
道
德
經
』
に
は
老
子
と
い
う
固
有
名
詞
は
登
場
せ
ず
、
そ

の
書
物
の
作
者
が
老
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
は
無
い
の
で
あ

る
。
そ
し
て
む
し
ろ
、『
道
德
經
』
の
中
か
ら
、
さ
き
に
み
た
大
成
と
い
う
人

物
が
作
り
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。『
荘
子
』に
は
、広
成
子
と
い
う
人
物
が
お
り
、

ま
た
房
中
術
と
関
連
し
て
い
る
。
そ
し
て
成
玄
英
は
こ
れ
も
ま
た
老
子
の
別
名

で
は
な
い
か
と
い
う
。
大
成
・
容
成
・
廣
成
子
と
い
ず
れ
も
「
成
」
の
つ
く
人

物
が
房
中
術
に
関
わ
り
、『
道
德
經
』
ま
た
は
老
子
と
関
連
し
て
い
る
の
は
興

味
ぶ
か
い
。

　
『
列
子
』
湯
問
篇
に
も
「
黄
帝
と
容
成
子
は
空
峒
の
上
に
居
る
」
と
み
え
る
。

こ
こ
で
も
黄
帝
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
。

　
『
淮
南
子
』
脩
務
訓
に
は
、「
容
成
、
暦
を
作
る
」
と
み
え
る
が
、『
漢
書
』「
芸

文
志
」
陰
陽
家
に
も
『
容
成
子
』
十
四
篇
が
み
え
る
。
男
女
の
こ
と
で
あ
る
房

中
術
は
陰
陽
家
と
も
当
然
、
結
び
つ
く
だ
ろ
う
。
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こ
れ
ら
の
容
成
（
容
成
公
・
容
成
子
）
の
話
の
中
で
、
も
っ
と
も
出
現
の
早

い
の
が
『
十
問
』
で
あ
る
。

堯
　

儒
教
で
尊
ば
れ
る
天
子
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
た
め
、
細
か
な

説
明
は
省
略
す
る
。『
漢
書
』
芸
文
志
に
『
堯
舜
陰
道
』
二
十
三
巻
が
著
録
さ

れ
る
が
、
こ
こ
の
内
容
と
多
少
か
か
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

舜
　

舜
も
ま
た
儒
教
で
尊
ば
れ
る
天
子
で
あ
り
、あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
た
め
、

細
か
な
説
明
は
省
略
す
る
。
こ
こ
で
は
堯
と
関
わ
る
が
、
六
問
で
は
巫
成
昭
と

関
連
づ
け
ら
れ
る
。『
堯
舜
陰
道
』
と
い
う
書
名
に
そ
の
名
が
み
え
る
。

王
子
巧
父

　

馬
は
「
王
子
喬
」
で
、「
父
」
は
敬
称
と
い
う
。「
巧
」
と
「
喬
」
は
発
音
が
近
い
。

「
王
子
喬
」
は
『
楚
辞
』
遠
游
や
『
淮
南
子
』
斉
俗
訓
に
み
え
る
が
、そ
こ
で
は
、

呼
吸
術
と
関
連
し
、そ
の
意
味
で
導
引
と
関
連
す
る
。「
王
子
喬
」に
関
し
て
は
、

か
つ
て
拙
稿
　12

で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。「
王
・
子
喬
」
と
理
解
す
る
の
が
一

般
的
だ
が
、
太
子
晋
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
、「
王
子
・
喬
（
王
子
で
あ
る
喬
）」

と
理
解
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
赤
松
子
と
ペ
ア
で
登
場
し
、
二
人
合
わ
せ

て
松
喬
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
し
た
が
、『
十
問
』
で
は
赤
松
子
の

名
は
み
え
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
王
子
喬
が
房
中
術
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
登

場
す
る
も
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。

　
『
十
問
』
の
中
で
は
「
王
子
巧
父
」
は
天
子
あ
る
い
は
君
主
に
相
当
す
る
人

物
で
あ
っ
た
方
が
他
の
話
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
。
こ
こ
で
は
「
王
子
で
あ
る

巧
父
」
と
い
う
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

後
世
の
『
列
仙
伝
』
王
子
喬
で
は
、「
王
子
喬
な
る
者
は
晋
の
太
子
晋
な
り
」

か
ら
始
ま
り
、
以
下
、
太
子
晋
の
話
が
語
ら
れ
る
。

　

本
来
、
王
子
喬
と
太
子
晋
は
別
人
だ
と
思
わ
れ
る
が
、『
列
仙
伝
』
の
時
点

で
す
で
に
王
子
喬
に
関
す
る
正
確
な
記
録
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の

拙
稿
で
は
喬
松
（
長
壽
の
高
い
松
）
が
転
倒
し
、
松
喬
に
な
り
人
名
と
さ
れ
、

赤
松
子
・
王
子
喬
の
二
人
が
産
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を

行
っ
た
。
そ
う
と
で
も
考
え
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
ほ
ど
史
料
に
乏
し
い
。

彭
祖

　
『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
に
、
五
百
歳
を
も
っ
て
春
と
な
す
冥
靈
、
八
千
歳
を
も
っ

て
春
と
な
す
大
椿
と
い
う
樹
木
の
名
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
長
寿
の
樹
木

と
ひ
き
か
え
、「
彭
祖
は
乃
ち
今
、
久
し
き
を
以
て
特ひ
と

り
聞
こ
ゆ
、
亦
た
悲
し

か
ら
ず
や
」
と
み
え
る
。
人
の
中
で
は
長
寿
だ
が
、
樹
木
と
比
べ
れ
ば
、
は
る

か
に
短
い
と
い
う
嘆
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彭
祖
が
何
歳
ま
で
生
き
た
の
か
と
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い
う
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、『
荘
子
』
に
は
房
中
の
こ
と
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
『
列
仙
伝
』
で
は
「
彭
祖
な
る
者
は
殷
の
大
夫
な
り
。
姓
は
籛
、
名
は
鏗
、

帝
顓
頊
の
孫
、
陸
終
氏
の
中
子
、
夏か

を
歴
て
殷
の
末
に
至
り
、
八
百
餘
歳
、
常

に
桂
、
芝し

を
食
ら
い
、
導
引
、
行
気
を
善
く
す
　13

」
と
み
え
る
。
こ
こ
で
八
百
歳

と
い
う
具
体
的
な
年
齢
が
み
え
る
。
ま
た
導
引
、
行
気
と
あ
り
、
彭
祖
が
気
に

関
す
る
術
と
関
連
す
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
か
房
中
術
に
つ

い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

  

梁
の
陶
弘
景
撰
『
養
性
延
命
録
　14

』
御
女
損
益
篇
に
も
彭
祖
の
名
前
が
あ
ら

わ
れ
、
そ
こ
で
も
『
十
問
』
の
彭
祖
と
同
様
に
「
精
」
に
関
す
る
こ
と
が
説
か

れ
て
い
る
　15

。
ま
た
『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
『
彭
祖
養
性
経
一
卷
』
が
著
録
さ

れ
て
い
る
。

舜
　

既
出

巫
成
昭

　

不
詳
、
巫
咸
招
あ
る
い
は
務
成
昭
だ
ろ
う
。「
巫
咸

」
は
『
荘
子
』
天
運

に
み
え
る
。『
経
典
釈
文
』
は
「
巫
咸
」
と
い
う
。
巫
咸
は
『
山
海
経
』
大
荒

西
経
、『
呂
氏
春
秋
』
審
分
覧
第
五
、
勿
躬
等
に
み
え
る
。『
山
海
経
』
大
荒
西

経
に
は
巫
咸
、
巫
即
、
巫
分
肦
、
巫
彭
、
巫
姑
、
巫
真
、
巫
礼
、
巫
抵
、
巫
謝
、

巫
羅
の
十
巫
の
名
が
み
え
る
。
巫
と
務
は
発
音
が
近
く
、
馬
継
興
も
「
巫
」
は

「
務
」に
通
じ
る
と
す
る
。
宋
書
功
は
務
成
昭
と
す
る
。『
荀
子
』大
略
篇
に「
舜
、

務
成
昭
に
学
ぶ
」
と
み
え
、
舜
と
関
わ
る
。『
新
序
』
雑
事
五
は
「
務
成
跗
」。

『
漢
書
』
芸
文
志
房
中
に
『
務
成
子
陰
道
』
三
十
六
巻
が
あ
る
。『
抱
朴
子
』
明

本
で
は
務
成
が
王
喬
や
彭
祖
と
並
ん
で
真
人
と
さ
れ
て
い
る
。
麥
谷
邦
夫
は
不

詳
と
す
る
も
、
注
に
あ
げ
る
の
は
巫
咸
。
馬
継
興
は
両
説
を
あ
げ
る
が
、
文
字

は
務
成
昭
に
置
き
換
え
る
。
務
成
昭
と
巫
咸
招
、巫
咸
は
同
源
の
語
で
あ
ろ
う
。

盤
庚

　

殷
の
第
十
七
代
の
王
、
祖
丁
の
子
、
国
号
を
殷
と
改
め
た
。『
書
経
』
に
盤

庚
篇
が
あ
る
。『
漢
書
』
芸
文
志
、房
中
に
『
湯
盤
庚
陰
道
』
二
十
巻
が
あ
る
が
、

現
存
し
な
い
。

耇
老

　
「
耇
」
は
、
老
人
の
顔
の
黒
ず
ん
だ
し
み
で
あ
る
が
、『
爾
雅
』
釈
詁
に
「
耇

は
寿
な
り
」と
み
え
る
。『
逸
周
書
』皇
門
の
注
に「
耇
老
は
賢
人
な
り
」と
あ
る
。

要
す
る
に
耇
老
は
、
顔
に
黒
ず
ん
だ
し
み
が
で
き
る
ほ
ど
長
生
き
の
老
人
で
賢

者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
限
り
、
他
の
書
物
に
は
み
え
な
い
。
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禹
　

堯
・
舜
に
つ
か
え
洪
水
を
治
め
た
人
物
と
し
て
著
名
。
舜
か
ら
国
を
譲
ら
れ

夏
王
朝
を
開
い
た
と
さ
れ
る
。
本
来
、
房
中
術
と
接
点
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
堯
・
舜
が
房
中
術
に
関
連
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
た
め
、
登
場
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

師
癸

　

不
詳
。
馬
は
伝
世
の
古
籍
に
名
が
見
え
な
い
と
い
う
。
宋
は
「
師
癸
は
天
師

の
癸
で
、
師
は
官
名
、
癸
は
人
名
」
と
い
う
。

　

天
癸
は
男
子
の
精
通
、
女
子
の
月
経
を
あ
ら
わ
す
言
葉
。『
黄
帝
内
経
素
問
』

上
古
天
真
論
に
「
女
子
は
…
二
七
、十
四
歳
で
天
の
癸は
か

っ
た
時
が
お
と
ず
れ
、

…
月
の
事
が
き
ま
っ
た
時
に
訪
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
子
が
で
き
る
。
男
子
は
…

二
八
、十
六
歳
で
腎
気
が
盛
ん
と
な
り
、
天
の
癸
っ
た
時
が
お
と
ず
れ
る
。
精

気
は
み
ち
あ
ふ
れ
、
陰
陽
が
和
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
子
が
で
き
る
」
と
み
え
る
。

　
「
癸
」
は
「
度
る
」
で
、「
天
癸
」
は
天
の
は
か
っ
た
時
の
意
味
だ
ろ
う
。
精
通
、

月
経
の
お
と
ず
れ
る
時
期
を
あ
ら
わ
す
語
を
人
名
と
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
禹

は
師
癸
の
言
葉
を
聞
き
、「
后
き
さ
き
の
姚
氏
を
安
ん
じ
た
の
で
、
家
は
ま
た
安
寧
と

な
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、新
た
に
子
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

姚
氏

　

禹
の
皇
后
と
さ
れ
る
。
後
世
、
黄
帝
に
対
し
て
玄
女
、
彭
祖
に
対
し
て
素
女

と
い
う
よ
う
に
配
偶
者
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
最
初
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
記
述
は
な
い
。

斉
威
王

　

田
斉
氏
。
在
位
は
前
三
五
六
～
三
一
九
年
の
長
き
に
わ
た
る
。
斉
を
天
下
の

強
国
と
し
た
君
主
。
こ
こ
か
ら
突
然
、
戦
国
時
代
の
実
在
の
人
物
と
な
る
。

文
執

　

不
詳

秦
昭
王

　

秦
の
昭
襄
王
の
こ
と
。
在
位
、前
三
○
七―

二
五
一
。
さ
き
に
は
斉
の
王
で
、

こ
こ
は
秦
の
王
と
い
う
の
が
興
味
深
い
。
斉
と
秦
と
は
東
西
の
対
極
に
あ
る
強

国
で
あ
る
が
、
そ
の
両
方
の
王
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
斉
と
秦
の
王
は
実

在
す
る
王
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
黄
帝
、
堯
、
舜
、
禹
な
ど
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

王
期

　

不
詳
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以
上
、
人
名
に
関
し
て
は
、
君
主
と
師
の
問
答
と
い
う
形
式
を
取
る
場
合
が
、

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
黄
帝
が
も
っ
と
も
多
く
登
場
す
る
が
、
堯
、
舜
、
禹
な
ど

の
名
も
み
え
る
。
ま
た
歴
史
上
、
そ
の
事
跡
が
明
確
な
斉
の
威
王
や
秦
の
昭
襄

王
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
そ
の
師
と
さ
れ
る
文
執
、
王
期
に
関
し
て
は
素
性
が
明

ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
禹
の
后
と
し
て
、
姚
氏
と
い
う
女
性
の
名
が
み
え
る
の

が
興
味
深
い
。

陰
陽
不
死

　

六
問
に
は
陰
陽
不
死
（「
陰
陽
は
不
死
」
で
あ
る
）
と
い
う
言
い
方
が
あ
ら

わ
れ
る
　16

。
房
中
術
は
後
世
、
神
仙
思
想
の
一
部
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
房
中

術
の
書
に
は
、
長
生
と
い
う
言
葉
は
多
数
あ
ら
わ
れ
る
が
、「
不
死
」
と
い
う

言
葉
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
陰
陽
が
不
死
と
い
う
の
は
、

昼
（
陽
）
と
夜
（
陰
）
が
循
環
し
て
不
滅
で
あ
る
よ
う
な
こ
と
か
ら
連
想
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
房
中
術
で
は
、
陰
陽
は
陰
が
女
、
陽
が
男
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
男
女
が
行
う
房
中
術
が
不
死
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

脳
　

七
問
に
は
、
気
を
吸
っ
て
脳
を
み
た
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
其
事
壹

虚
壹
實
、
治
之
有
節
。
一
曰
垂
枝
（
肢
）、
直
脊
、
撓
尻
。
二
曰
疏
股
、
動
陰
、

縮
州
。
三
曰
合
睫
、
勿
聽
、

氣
以
充
脳
。
四
曰
含
丌
五
味
、
飲
夫
泉
英
。
五

曰
羣
精
皆
上
、

丌
大
明
。
至
五
而
止
、
精
神
日
怡
。
耆
耇
老
妾
（
接
）
陰
食

神
氣
之
道
」
の
、「
三
曰
合
睫
、
勿
聽
、

氣
以
充
脳
」
の
部
分
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
動
作
を
現
代
語
訳
す
る
と
「
そ
の
事
は
、
虚
と
實
を
く
み
あ
わ

せ
、
陰
気
の
摂
取
に
は
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。（
交
合
の
時
に
は
）
一
に
「
四

肢
を
だ
ら
り
と
さ
せ
、
背
骨
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
、
尻
を
た
わ
め
ま
す
」。
二
に

「
股
を
ひ
ら
き
、
陰
部
を
動
か
し
、
肛
門
を
す
ぼ
め
ま
す
」。
三
に
「
ま
つ
げ
を

あ
わ
せ
て
目
を
閉
じ
、な
に
も
聴
か
な
い
よ
う
に
し
、（
女
性
か
ら
陰
）気
を
吸
っ

て
脳
を
み
た
し
ま
す
」。」
と
な
る
。

　
『
天
下
至
道
談
』原
文
九
に
も
同
様
の
表
現
が
み
え
る
が
、脳
の
文
字
は
な
い
。

気
を
吸
い
上
げ
て
脳
を
み
た
す
と
い
う
の
は
、
晋
、
葛
洪
（
281
頃
～
341
頃
）
の

『
抱
朴
子
』
内
篇
巻
八
釈
滞
に
「
還
精
補
脳
」
と
し
て
み
え
る
。

　
　

 

或
い
は
以
て
陰
に
采
り
陽
を
益
し
、或
い
は
以
て
年
を
増
し
壽
を
延
ば
す
、

其
の
大
要
は
還
精
補
脳
の
一
事
に
在
る
の
み
（
或
以
采
陰
益
陽
、
或
以
増

年
延
壽
、
其
大
要
在
於
還
精
補
脳
之
一
事
耳
）。

　
「
還
精
補
脳
」は「
精
を
還
ら
し
脳
を
補
な
う
」と
い
う
意
味
で
あ
り
、七
問
の
、

気
を
吸
っ
て
脳
を
み
た
す
こ
と
と
つ
な
が
る
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

　

明
、
洪
基
『
摂
生
総
要
』
三
「
回
躬
御
女
篇
」
に
は
「
第
一
上
峰
、
始
め
女

子
の
口
中
の
津
液
を
采
り
之
れ
を
咽
む
。
第
二
中
峰
、
女
の
乳
汁
を
采
り
之
れ
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を
呑
む
。
第
三
下
峰
、
気
を
閉
じ
て
呑
み
、
身
、
亀
の
状
の
如
く
し
、
急
ぎ
て

下
部
を
縮
め
、
其
の
紅
鉛
を
采
り

間
従
り
崑
崙
の
頂
（
脳
の
こ
と
）
に
運
り

上
ら
せ
、
四
肢
に
散
ず
れ
ば
、
老
を
返
ら
せ
童
に
還
り
、
諸
疾
生
ぜ
ず
」
と
み

え
る
。
基
本
的
に
同
様
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
タ
ン
ト
ラ
に
よ
く
似
て
い
る
。

　
　

 

タ
ン
ト
ラ
教
の
根
本
原
理
は
、
女
性
は
男
性
よ
り
も
多
量
の
霊
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
所
有
し
て
お
り
、
男
性
は
女
性
と
の
性
的
か
つ
情
緒
的
合
一
に

よ
っ
て
初
め
て
、
神
的
な
る
も
の
の
認
識
に
達
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
基
本
儀
式
の
1
つ
は
、
マ
イ
ト
ゥ
ナ m

aithuna

す
な
わ
ち
保
留
性

交
（
ラ
テ
ン
語
でcoitus reservatus

、
男
性
が
オ
ル
ガ
ス
ム
に
達
し
な
い

よ
う
に
す
る
セ
ッ
ク
ス
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
男
性
は
射

精
に
よ
っ
て
生
命
の
液
体
を
費
す
よ
り
も
そ
れ
を
貯
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。タ
ン
ト
ラ
教
の
修
錬
を
積
む
と
、男
性
は
相
手
の
オ
ル
ガ
ス
ム
に
よ
っ

て
生
じ
た
液
体
を
男
根
か
ら
吸
収
し
、
何
時
間
に
も
わ
た
っ
て
性
交
を
持

続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
は
、
女
神
と
永
遠
に
合
一
し
て

い
る
神
シ
ヴ
ァ
の
ご
と
く
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
理
論
上
で
は
、 

こ
の

よ
う
に
し
て
保
存
さ
れ
た
生
命
の
液
体
は
男
の
脊
柱
に
貯
え
ら
れ
、
各

チ
ャ
ク
ラ
を
通
っ
て
上
昇
し
頭
部
に
至
り
、
そ
こ
で
神
の
英
知
の
霊
感
を

得
て
花
を
咲
か
せ
た
　17

。

　

こ
こ
で
は
男
性
の
精
を
生
命
の
液
体
と
と
ら
え
、
男
性
は
相
手
の
オ
ル
ガ
ス

ム
に
よ
っ
て
生
じ
た
液
体
を
男
根
か
ら
吸
収
し
、
男
の
脊
柱
に
貯
え
ら
れ
、
各

チ
ャ
ク
ラ
を
通
っ
て
上
昇
し
頭
部
に
至
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

な
お
、「Tao

タ
オ
」
の
説
明
で
、
道
と
タ
ン
ト
ラ
を
同
一
視
す
る
も
の
も

あ
る
。

　
　

 「
道
」
の
意
で
、
タ
ン
ト
ラ
教
の
中
国
版
、
男
は
射
精
に
よ
っ
て
使
い
果

た
す
と
身
体
に
危
険
な
生
命
力
を
蓄
え
る
よ
う
に
、
ま
た
自
分
の
弱
い

「
陽
」Yang

に
、
女
の
オ
ル
ガ
ス
ム
か
ら
生
じ
た
強
力
な
「
陰
」Y

in

の

力
を
吸
収
さ
せ
る
よ
う
に
と
教
え
ら
れ
た
。
男
は
こ
の
「
重
要
な
」
秘
密

を
女
に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
と
忠
告
を
受
け
た
。
と
い
う
の
は
、 

も
し
女

が
男
を
エ
ク
ス
タ
シ
ー
に
導
く
一
方
で
、
自
ら
の
オ
ル
ガ
ス
ム
を
抑
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
女
は
知
恵
や
霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
男
を
は
る
か

に
凌
駕
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
す
で
に
優
れ
て
い

る
女
の
「
陰
」
の
呪
力
は
そ
の
体
内
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
男
の
弱

い
「
陽
」
の
呪
力
の
方
が
「
陰
」
の
呪
力
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ

う
　18

。

　

こ
の
考
え
方
は
、「
道
」
の
中
で
も
、
と
く
に
房
中
術
的
な
要
素
を
強
調
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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二
、
合
陰
陽

　

原
文
の
初
め
に
「
凡
そ
將
に
陰
陽
を
合
わ
せ
ん
と
す
る
の
方
」
と
あ
る
。
書

名
は
こ
こ
に
も
と
づ
い
て
整
理
小
組
が
つ
け
た
。
陰
陽
と
は
陰
が
女
、
陽
が
男

で
あ
り
、
要
す
る
に
男
女
の
こ
と
を
指
す
。
冒
頭
よ
り
「
陰
陽
」
の
こ
と
が
あ

ら
わ
れ
る
の
は
、
当
時
、
陰
陽
思
想
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

世
の
中
の
す
べ
て
の
こ
と
を
、
ま
ず
陰
陽
と
い
う
「
気
」
に
置
き
換
え
、
そ
の

属
性
に
も
と
づ
き
、
様
々
な
操
作
を
行
う
。
そ
の
操
作
が
機
械
的
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
合
理
的
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
方
」
と
は
方
法
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
理
論
が
先
行
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
記
述
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
房
中
術
と
い
う
「
術
」
の
特

徴
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
の
文
章
は
、
手
を
握
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
腕
（

陽
）、

肘
（
肘
房
）、腋
（
夜
（
腋
）
旁
）、鎖
骨
の
上
（
竃
綱
）、首
筋
（
領
郷
）、頭
（
承

（
拯
）
匡
）、
鎖
骨
の
く
ぼ
み
（
缺
盆
）、
乳
首
（
醴
津
）、
腹
（
勃
海
）
を
と
お

り
、
恥
丘
（
常
山
）
に
の
ぼ
り
、
陰
門
（
玄
門
）、
ひ
な
さ
き
（
交
筋
）
へ
と

愛
撫
し
て
い
く
と
い
う
手
順
が
示
さ
れ
る
。
手
か
ら
始
ま
り
、
腕
を
通
り
、
体

の
内
側
へ
と
向
か
っ
て
気
を
高
め
て
い
き
、
最
後
に
核
心
部
分
に
至
る
と
い
う

気
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。
わ
か
り
に
く
い
名
称
も
あ
る
。「
拯
匡
」
は
馬
継
興
や

宋
書
功
は
「
承
光
」
と
と
ら
え
る
が
、こ
れ
は
足
太
陽
経
の
経
穴
で
頭
に
あ
る
。

『
鍼
灸
甲
乙
経
』
巻
三
に
み
え
る
。「
缺
盆
」
は
足
陽
明
胃
経
の
穴
名
、
鎖
骨
の

凹
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
や
は
り
、『
針
灸
甲
乙
経
』
に
み
え
る
。
鍼
灸
の
経
穴
と

重
複
す
る
も
の
は
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
近
い
の

で
は
な
い
か
。房
中
術
的
な
ツ
ボ
に
も
と
づ
い
て
、精
気
の
流
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
せ
、
最
後
は
「
女
性
の
精
気
を
の
ぼ
ら
せ
て
吸
え
ば
、
長
生
久
視
し
て
天

地
と
寿
命
を
ひ
と
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。
導
引
・
行
気
・
鍼
灸

と
は
根
本
が
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
房
中
術
は
陰
陽
の
気
や
精
気
に

も
と
づ
く
長
生
術
な
の
で
あ
る
。

　

一
に
曰
く
、
二
に
曰
く
…
や
十
動
、
十
節
、
十
脩
、
八
動
、
五
音
、
十
已
の

徴
な
ど
、
数
字
を
含
ん
だ
言
い
回
し
も
多
い
。
数
を
数
え
る
と
い
う
の
も
具
体

的
に
行
う
時
の
目
安
と
な
る
。

　

戲
道
、
一
に
曰
く
、
氣
上
り
面
埶あ
つ

け
れ
ば
徐
お
も
む
ろ
に
呴は

く
。
二
に
曰
く
、
乳
堅

く
鼻
に
汗
す
れ
ば
、
徐
ろ
に
抱い
だ

く
。 

三
に
曰
く
、
舌
に
專
つ
ゆ
お
お
くし
て
滑
ら
か
な
れ
ば
、

徐
ろ
に
屯
た
む
ろ
さ
す
。
四
に
曰
く
、下
し
も
し
お
み
汐
ち
て
股ま
た 

濕し
め

ら
ば
、徐
ろ
に
操と

る
。
五
に
曰
く
、

嗌の
ど

乾
き
唾
を
咽の

ま
ば
、
徐
ろ
に
撼う
ご

か
す
。
此
れ
を
五
欲
の
徴
と
胃い

（
謂
）
う
。

五
欲
の
徴
備
わ
れ
ば
乃
ち
上の
ぼ

る
。
上う
え

に
堪さ

し
て
内い

る
る
こ
と
勿
く
、
以
て
其
の

気
を
致
せ
。
気
至
れ
ば
深
く
内
れ
て
上
に
之
れ
を
蹶う
ご

か
し
、
以
て
其
の
熱
を
抒の
ぞ

き
、
因
り
て
復
た
下し
た

に
之
れ
を
反か
え

し
、
其
の
氣
を
し
て
歇つ

き
し
む
る
毋な

く
ん
ば
、

女
乃
ち
大
い
に
竭つ

く
。
然
る
後
に
十
動
を
熱と

（
執
）
り
、
十

を
接
し
、
十
脩

を
雑ま
じ

う
。
刑
か
た
ち
（
形
）
を
接
し
已お

わ没
ら
ん
と
す
る
に
、
気
を
宗
門
に
遂と

げ
、
乃
ち

八
動
を
観
、
五
音
を
聴
き
、
十
已
の
徴
を
察
す
。
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こ
こ
に
あ
げ
た
例
も
、
か
な
り
具
体
的
で
あ
り
、
ハ
ウ
ツ
ー
本
と
し
て
の
房

中
術
の
実
際
が
よ
く
わ
か
る
。

　

さ
き
に
も
対
照
し
て
考
察
し
た
が
、『
合
陰
陽
』
に
は
『
天
下
至
道
談
』
や

『
十
問
』
と
重
複
す
る
記
述
が
み
え
る
。
そ
の
中
で
は
、『
天
下
至
道
談
』
が
も
っ

と
も
古
く
、『
十
問
』『
合
陰
陽
』
の
順
に
並
べ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定

し
た
。
そ
も
そ
も
、
ど
の
書
物
か
ら
引
用
し
た
か
と
い
う
出
典
を
示
す
わ
け
で

も
な
く
、
現
代
の
感
覚
か
ら
い
え
ば
剽
窃
に
近
い
。
け
れ
ど
も
、
同
様
の
事
例

は
、
後
世
の
日
用
類
書
等
で
は
、
ふ
つ
う
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
、
ど
の
書
物
に

も
類
似
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
実
用
と
い
う
観
点
を
第
一
に
お
け
ば
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
重
視
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
全
く
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。『
合
陰
陽
』
は
具
体
的
な
技
術
の
部
分
を
寄
せ
集
め
た
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、
一
冊
の
書
物
と
し
て
一
貫
性
、
整
合
性
に
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
は

各
種
の
書
物
か
ら
実
用
と
し
て
有
用
な
部
分
を
拾
い
集
め
よ
う
と
し
た
編
集
方

針
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
世
の
『
医
心
方
』
に

引
用
さ
れ
る
書
物
で
あ
る
『
玉
房
秘
訣
』
等
に
も
同
様
の
語
句
が
み
え
、
馬
王

堆
の
房
中
術
書
の
内
容
が
後
世
の
医
学
書
の
中
に
ま
で
流
れ
込
ん
で
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

三
、
天
下
至
道
談

　

こ
こ
で
は
乙
巻
の
『
天
下
至
道
談
』
を
論
ず
る
が
、馬
継
興
氏
が
『
雑
禁
方
』

巻
末
佚
文
（
1
）（
2
）
と
し
て
い
る
部
分
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

『
雑
禁
方
』
巻
末
佚
文

　
『
雑
禁
方
』
巻
末
佚
文
（
1
）（
2
）
と
す
る
の
は
馬
継
興
氏
の
『
馬
王
堆
古

醫
書
考
釋
』
に
み
え
る
分
類
で
あ
る
。『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
（
肆
）』
の
釈
文
で

は
、『
天
下
至
道
談
』
の
巻
首
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
長
沙
馬
王
堆
二
、三

号
漢
墓　

第
一
巻
、
田
野
考
古
発
掘
報
告
　19

』
で
も
、『
天
下
至
道
談
』
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
『
雑
禁
方
』
は
木
簡
で
あ
る
が
、
巻
末
佚
文
と
『
天
下
至
道
談
』
は
竹
簡
で

あ
る
。
ま
た
、『
雑
禁
方
』
と
巻
末
佚
文
は
書
体
が
異
な
る
が
、巻
末
佚
文
と
『
天

下
至
道
談
』
は
筆
跡
が
同
一
に
み
え
る
。
そ
の
た
め
、
巻
末
佚
文
は
『
天
下
至

道
談
』
と
考
え
た
。

　

乙
巻
と
す
る
の
は
、『
雑
禁
方
』
と
『
天
下
至
道
談
』
を
合
わ
せ
て
の
も
の

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
長
沙
馬
王
堆
二
、三
号
漢
墓　

第
一
巻
、

田
野
考
古
発
掘
報
告
』
図
版
五
二
、２
．
竹
簡
医
書
編
聯
情
況
が
乙
巻
だ
と
す

れ
ば
、
同
じ
細
縄
で
一
巻
と
し
て
は
巻
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。「
は

じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
雑
禁
方
』
と
『
天
下
至
道
談
』
は
簡
の
長
さ
、
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幅
と
も
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
短
い
簡
が
上
部
に
見
え
、
長
い
簡
が
下
部
に
み

え
、
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
も
し
一
巻
だ
と
す
れ
ば
、
長
い
簡
が
内
側
に
、

短
い
簡
が
そ
れ
を
と
り
ま
く
よ
う
に
外
側
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

巻
末
佚
文
（
1
）
の
黄
神
と
左
神
の
問
答
は
陰
部
を
擬
人
化
し
て
い
る
。
黄

神
は
黄
帝
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
。
問
答
形
式
は
『
十
問
』
に
似
て
お
り
、
内

容
は
第
五
問
の
尭
と
舜
の
話
に
酷
似
す
る
。「
陰
部
は
九
竅
や
十
二
節
と
一
緒

に
生
ま
れ
る
が
、
な
ぜ
先
に
死
ん
で
し
ま
う
の
か
」
と
。「
力
し
ご
と
は
せ
ず
、

哀
楽
も
感
じ
ず
、
飲
食
も
と
ら
ず
、
日
陰
者
で
陽ひ

の
目
を
見
る
こ
と
も
な
い
。

そ
れ
が
に
わ
か
に
手
ひ
ど
く
使
わ
れ
、
元
気
か
ど
う
か
も
お
か
ま
い
な
く
、
ふ

た
り
し
て
の
ぼ
せ
あ
が
る
。
だ
か
ら
傷
つ
き
や
す
い
の
だ
。
そ
の
名
を
諱
ん
で

か
く
し
、
そ
の
体
を
人
前
に
さ
ら
さ
ず
、
乱
暴
で
礼
を
わ
き
ま
え
な
い
よ
う
に

な
る
。
だ
か
ら
身
体
と
と
も
に
生
ま
れ
て
も
、
そ
の
働
き
は
身
体
よ
り
も
先
に

衰
え
死
ん
で
し
ま
う
の
だ
」
と
。
体
の
一
部
で
は
あ
っ
て
も
常
は
衣
服
に
覆
わ

れ
て
、
日
の
目
を
見
る
こ
と
の
な
い
陰
部
を
面
白
く
表
現
し
て
い
る
。

　

佚
文
（
2
）
は
『
天
下
至
道
談
』
原
文
二
十
と
重
複
す
る
が
、
筆
跡
は
同
じ

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
。

　

こ
こ
は
膚
、
筋
、
気
の
三
つ
が
十
分
に
至
ら
な
け
れ
ば
、
交
接
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
。『
養
生
方
』
原
文
九
十
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
表
現
が
み
え
、
後

世
の
『
玄
女
経
』（『
医
心
方
』
巻
二
十
八
所
引
）
に
も
同
様
の
趣
旨
の
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

「
・
天
下
至
道
談
」
と
の
み
記
し
た
竹
簡

　
「
・
天
下
至
道
談
」
と
の
み
記
し
た
竹
簡
が
佚
文
二
の
す
ぐ
後
に
配
さ
れ
る
。

こ
れ
は
書
名
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
簡
を
根
拠
と
し
て
『
天
下
至
道
談
』

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
書
物
に
は
書
名
が
な
い
こ
と
が
多
い
。『
胎

産
書
』『
十
問
』『
合
陰
陽
』『
雑
禁
方
』
は
、
い
ず
れ
も
整
理
小
組
に
よ
る
命

名
で
あ
り
、
竹
簡
や
木
簡
の
最
初
か
ら
本
文
が
い
き
な
り
始
ま
っ
て
い
る
。

　
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社
、
二
○
○
一
年
第
二
次
印
刷
）
に
納
め

ら
れ
て
い
る
書
に
は
書
名
が
あ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。『
効
律
』
で
は
第

一
簡
背
面
に
「
效
」
の
文
字
が
一
文
字
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
正
面
に
は

本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
の
最
後
か
ら
本
文
を
内
側
に
し
て
巻
物
の
形
に

巻
い
て
い
け
ば
、
最
後
に
第
一
簡
の
背
面
の
「
效
」
の
文
字
が
み
え
る
よ
う
に

巻
き
終
わ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
語
書
』
は
、
最
後
か
ら
二
枚
目
の
第
十
五
簡
背
面
に
「
語
書
」
の
二
文
字

が
記
さ
れ
て
い
る
。「
語
書
」
の
文
字
が
表
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
第
一
簡
か
ら
、
本
文
を
内
側
に
し
て
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
き
ほ
ど
の
『
效
律
』
と
は
逆
で
あ
る
。
巻
頭
か
ら
読
も
う
と
す
れ
ば
、
巻
い

た
も
の
を
す
べ
て
広
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
『
封
診
式
』
も
、
こ
れ
に
よ
く
似
て
、
本
文
の
最
後
で
あ
る
第
九
八
簡
背
面

に
「
封
診
式
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
も
う
一
枚
、
第
九
九
簡
が
あ
り
、

５
文
字
程
度
書
か
れ
て
い
る
。
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『
日
書
乙
種
』
は
、
第
二
六
○
簡
の
正
面
に
「
日
書
」
と
い
う
書
名
が
あ
る
。

二
五
九
簡
ま
で
は
本
文
で
あ
る
。

　
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○
○
八
年
）

所
収
の
も
の
は
、『
凡
物
流
形
（
甲
本
）』
の
第
三
簡
背
面
に
「
凡
物
流
形
」
の

書
名
が
記
さ
れ
る
。
あ
と
『
呉
命
』
の
第
三
簡
背
面
に
「
呉
命
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

背
面
に
書
名
の
あ
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
巻
物
に
巻
い
た
あ
と
で
、
適
度

な
位
置
の
簡
の
背
面
に
書
名
を
記
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
巻
き
方
に
よ
っ
て
第

三
簡
の
背
面
に
な
っ
た
り
、
最
後
尾
に
近
い
簡
の
背
面
に
な
っ
た
り
す
る
の
だ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、「
・
天
下
至
道
談
」
の
竹
簡
は
同
じ
長
さ
の
木
簡
の
六
枚
目
で

あ
り
、
し
か
も
正
面
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
あ
げ
た
い
ず
れ
の
例
に
も
あ
て
は
ま

ら
な
い
。
錯
簡
か
も
知
れ
な
い
が
、
段
落
を
示
す
「
・
」
が
文
頭
に
あ
り
、
こ

れ
を
重
視
す
れ
ば
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。「
天
下
至
道
談
」
と

い
う
の
は
、
本
文
に
し
て
は
短
す
ぎ
る
た
め
、
書
名
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
は
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

　

天
下
至
道
談
と
い
う
書
名
は
哲
学
的
な
内
容
を
示
唆
す
る
が
、
巻
首
と
巻
末

を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
具
体
的
な
房
中
の
技
法
で
あ
る
。
さ
き
に
も
記
し

た
よ
う
に
『
合
陰
陽
』
や
『
十
問
』
と
重
複
す
る
部
分
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
の

う
ち
で
は
『
天
下
至
道
談
』
が
最
も
古
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

遷
（
僊
）

　

章
一
の
「
あ
あ
、
慎
し
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
神
明
の
事
は
閉
ざ
し
て
漏
ら
さ
な

い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
つ
つ
し
ん
で
玉
閉
を
お
こ
な
う
な
ら
ば
、
神
明
は
お
と
ず

れ
る
だ
ろ
う
」
は
、
精
を
漏
ら
さ
な
い
こ
と
を
説
く
。

　

章
二
で
は
、
精
が
足
り
な
け
れ
ば
必
ず
補
う
と
い
う
が
、
そ
の
方
法
が
交
接

で
あ
る
。「
…
さ
ら
に
女
性
の
唾
液
で
あ
る
玉
泉
を
の
み
、
か
ぐ
わ
し
い
女
性

の
気
を
食
ら
い
、
玉
茎
を
微
妙
に
ぬ
き
さ
し
さ
せ
な
が
ら
、
精
気
が
盈
ち
あ
ふ

れ
て
く
る
の
を
侍
つ
こ
と
を
常
法
と
し
ま
す
。
三
た
び
和
合
し
、
女
性
の
精
気

が
至
れ
ば
、
玉
茎
は
堅
く
強
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
治
め
よ
う
と
お
も
う
な
ら

ば
、
必
ず
そ
の
こ
と
ば
を
審
ら
か
に
し
、
つ
い
で
玉
閉
を
お
こ
な
え
ば
、
そ
れ

に
よ
っ
て
僊
に
も
ひ
と
し
く
な
れ
る
の
で
す
」
と
み
え
る
。

　

こ
の
箇
所
は
房
中
術
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
精
を
惜
し
む
と
い
う
観
念
は

後
世
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
貝
原
益
軒
の
『
養
生
訓
』
は
孫
思
邈
の
『
千
金
方
』

の
房
中
補
益
の
方
を
引
き
、「
四
十
以
上
の
人
は
交
接
の
み
し
ば
し
ば
に
し
て
、

精
気
を
ば
泄
す
べ
か
ら
ず
」と
説
く
。
俗
に
い
う「
接
し
て
漏
ら
さ
ず
」で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
精
自
体
は
男
性
だ

け
で
な
く
、
女
性
に
も
あ
る
も
の
で
、
男
性
は
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
遷
（
僊
）」
つ
ま

り
「
仙
」
に
な
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
房
中
術
は
神
仙
思
想
の
一
つ
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
　20

が
、「
僊
」
と
み
な
し
う
る
言
葉
が
、
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
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て
い
る
。
な
お
、
三
号
漢
墓
の
遣
策
の
簡
七
に
「

人
二
人
、
其
一
人
操
遷
蓋
、

一
人
操
矛
」、
簡
八
に
「
遷
蓋
一
」
と
あ
り
、
そ
こ
に
施
さ
れ
た
注
も
、「
遷
与

仙
通
」
等
と
「
仙
」
の
意
味
で
と
ら
え
て
い
る
。

八
益
七
孫

　
「
八
益
七
孫
（
損
）」
も
ま
た
後
世
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。『
天
下
至
道
談
』

章
四
で
は
、「
氣
に
八
益
有
り
、
有
（
又
）（
ま
）
た
七
孫
（
損
）
有
り
。
八
益

を
用
い
て
七
孫
（
損
）
を
去
る
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
行
年

（
四
十
）
に
し
て

陰
氣
自
ら
半
ば
す
る
な
り
。五
十
に
し
て
起
居
衰
え
、六
十
に
し
て
耳
目
葱（
聰
）

明
な
ら
ず
、

（
七
十
）
に
し
て
下
枯
れ
上

（
脱
）
し
、
陰
氣
用
い
ら
れ
ざ

れ
ば
、

泣
留な
が

（
流
）
れ
出
づ
」
と
い
う
言
い
方
が
み
え
る
。
こ
の
部
分
、
必

ず
し
も
八
益
、
七
損
と
具
体
的
に
分
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
部
分
は
、『
黄

帝
内
経
素
問
』
陰
陽
応
象
大
論
に
岐
伯
が
黄
帝
に
説
い
た
部
分
に
よ
く
似
て
お

り
、『
黄
帝
内
経
素
問
』
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
際
に
興
味
ぶ
か
い
。

　

そ
の
あ
と
『
天
下
至
道
談
』
で
は
、
八
益
と
七
損
に
対
応
し
た
具
体
的
な
記

述
が
み
え
る
。
八
益
は
「
一
曰
治
氣
、
二
曰
致
沫
、
三
曰
智
（
知
）
時
、
四
曰

畜
氣
、
五
曰
和
沫
、
六
曰
竊
氣
、
七
曰
寺
（
待
）
贏
、
八
曰
定
頃
（
傾
）」
で

あ
り
、
七
損
は
、「
七
孫
（
損
）、
一
曰
閉
、
二
曰
泄
、
三
曰
渇
（
竭
）、
四
曰
勿
、

八
益
七
損
の
比
較

『
天
下
至
道
談
』

『
黄
帝
内
経
素
問
』
陰
陽
応
象
大
論

『
玉
房
秘
訣
』（『
医
心
方
』
巻

二
十
八
、八
益
第
十
六
所
引
）

備　
　

考

〈
章
〉
四

氣
有
八
益
、有
（
又
）
有
七
孫
（
損
）、不
能
用
八
益
去
七
孫
（
損
）、

則
行
年

而
陰
氣
自
半
也
、
五
十
而
起
居
衰
、
六
十
而
耳
目
不
葱

（
聰
）
明
。
七
十
下
枯
上

（
脱
）、陰
氣
不
用
、
泣
留
（
流
）
出
。

帝
曰
、
調
此
二
者
、
奈
何
。
岐
伯
曰
、
能
知
七
損
八
益
、
則

二
者
可
調
、
不
知
用
此
、
則
早
衰
之
節
也
。
年
四
十
而
陰
氣

自
半
也
、
起
居
衰
矣
。
年
五
十
体
重
耳
目
不
聰
明
。
年
六
十

陰
痿
、
気
大
衰
、
九
竅
不
利
、
下
虚
上
実
、
涕
泣
倶
出
矣
。

岐
伯
が
黄
帝
に
説

く
。『
天
下
至
道
談
』

に
類
似
。

〈
章
〉
五　

令
之
復
壯
有
道
、去
七
孫
（
損
）
以
振
其
病
、用
八
益
以
貳
其
氣
、

是
故
老
者
復
壯
、壯
不
衰
。
君
子
居
処
（
處
）
安
樂
、飲
食
次
（
恣
）

欲
、
皮
奏
曼
密
、
氣
血
充
贏
、
身

（
體
）
輕
利 

。

〈
章
〉
六

〈
原
〉
疾
使
内
、
不
能
道
、
産
病
出
汗

（
喘
）
息
、
中
煩
氣
亂
。

弗
能
治
、
産
内
熱
。
飲
藥
約
（
灼
）
灸
、
以
致
其
氣
、
服
司
（
食
）

以
輔
其
外
。
強
用
之
、
不
能
道
、
産
坐

（
腫
）

（
橐
）。
氣

血
充
贏
、九

（
竅
）
不
道
、上
下
不
用
、産

（
坐
）
雎
（
疽
）、

故
善
用
八
益
、
去
七
孫
（
損
）、
五
病
者
不
作
。
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五
曰
煩
、
六
曰
絶
、
七
曰
費
」
で
あ
る
。
詳
し
い
説
明
は
当
該
箇
所
の
注
釈
に

譲
る
が
、
八
益
を
用
い
七
損
を
去
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
五
病
は
お
こ
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　
『
黄
帝
内
経
素
問
』
陰
陽
応
象
大
論
で
岐
伯
が
黄
帝
に
「
七
損
八
益
」
を
説
く
。

そ
こ
で
は
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
ず
、注
釈
は
「
女
子
は
七
七
（
四
十
九
歳
）

…
、
丈
夫
は
八
八
（
六
十
四
歳
）
…
」
と
、
七
や
八
と
い
う
数
字
に
拘
っ
た
解

釈
を
し
て
い
る
。『
玉
房
秘
訣
』（『
医
心
方
』
巻
二
十
八
、八
益
第
十
六
、七
損

第
十
七
所
引
）
に
も
七
損
八
益
が
み
え
る
。
し
か
し
八
益
は
固
精
・
安
気
・
利

蔵
・
強
骨
・
調
脈
・
畜
血
・
益
液
・
道
体
。
七
損
は
絶
気
・
溢
精
・
雑
脈
・
気

泄
・
機
関
厥
傷
・
百
閉
・
血
竭
で
全
く
異
な
る
。『
天
下
至
道
談
』
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
本
来
の
八
益
七
損
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
猪
飼
祥
夫

氏
に
「
七
損
八
益
考
　21

」、「
七
損
八
益
考
補
説
　22

」
が
あ
り
、
詳
細
に
考
察
さ

れ
て
い
る
。

四
、『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
』『
十
問
』
等
の
比
較

　
『
十
問
』
の
〈
章
〉
十
一
（
1
）
に
み
え
る
一
文
を
例
に
と
っ
て
、
他
の
文

献
と
比
較
し
て
み
た
い
。
同
様
の
表
現
が
『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
』『
医
心

方
』
に
み
え
る
。『
医
心
方
』
は
『
玉
房
秘
決
』（『
隋
書
』
経
籍
志
）
か
ら
の

引
用
で
あ
る
。

八
益
の
細
目

『
天
下
至
道
談
』

『
玉
房
秘
訣
』

（『
医
心
方
』
巻
二
十
八
、八
益
第
十
六
所
引
）

一

治
氣

固
精

二

致
沫

安
氣

三

智
（
知
）
時

利
蔵

八

定
頃
（
傾
）

道
体
。

七
損
の
細
目

『
天
下
至
道
談
』

『
玉
房
秘
訣
』

（『
医
心
方
』
巻
二
十
八
、八
益
第
十
六
所
引
）

（
一
）

爲
之
而
疾
痛
、
曰
内
閉
。

絶
氣

（
二
）

爲
之
出
汗
、
曰
外
泄
。

溢
精

（
三
）

爲
之
不
已
、
曰

（
竭
）。

雑
脈

（
四
）

秦
（
臻
）
欲
之 

而
不
能
、

曰

（
勿
）。

気
泄

（
五
）

爲
之

（
喘
）
息
中
亂
、

曰
煩
。

機
関
厥
傷

（
六
）

弗
欲
強
之
、
曰
絶
。

百
閉

（
七
）

爲
之
秦
（
臻
）
疾 

、
曰
費
。
血
竭

此
謂
七
孫
（
損
）。
故
善

用
八
益
、
去
七
孫
（
損
）、

耳
目
葱（
聰
）明
、身
（
體
）

輕
利
、 

陰
氣 

益
強
、
延
年

益
壽
、
居
処
（
處
）
樂
長
。
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馬
王
堆
出
土
の
文
献
の
比
較
で
は
、『
天
下
至
道
談
』
が
も
っ
と
も
簡
潔
で
、

『
合
陰
陽
』『
十
問
』
と
長
く
な
る
。

　

一
般
に
同
様
の
記
述
が
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
る
時
は
、
最
初
の
も
の
は
簡
潔

だ
が
、
し
だ
い
に
説
明
的
な
文
章
が
加
わ
り
長
く
な
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
最

初
の
記
述
で
意
味
が
と
り
に
く
い
漢
字
や
箇
所
が
、
後
出
の
も
の
で
は
、
わ
か

り
や
す
く
書
き
直
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
観
点
か
ら
、
こ
の
三
つ
を
比
較
し
て
み
よ
う
。『
天
下
至
道
談
』
は
一

動
か
ら
十
動
ま
で
を
記
す
。『
合
陰
陽
』
は
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
、
ま
ず
、「
十

動
」
と
い
う
。
ま
た
、『
天
下
至
道
談
』
に
「
壹

耳
目
葱
（
聰
）
明
（
壹
動

す
れ
ば
耳
目
葱
（
聰
）
明
）」
と
あ
る
の
が
、『
合
陰
陽
』
で
は
「
一
動
毋
決
、

耳
目
葱
（
聰
）
明
（
一
動
し
て
決
す
る
毋
け
れ
ば
耳
目
葱
（
聰
）
明
） 

」
と
な
っ

て
お
り
、「
一
動
」
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、『
合
陰
陽
』
の
方
が
新
し
い
。

　

ま
た
『
十
問
』
に
は
、「
動
」
と
い
う
言
い
方
は
無
く
、「
故
曰
、
壹
至
勿
星
、

耳
目
葱
（
聰
）
明
（
故
に
曰
く
、壹
た
び
至
り
て
星も

ら
す
勿
く
ん
ば
、耳
目
葱
（
聰
）

明
）」
と
「
至
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
』
が
「
十

動
」
ま
で
あ
る
の
に
比
べ
、『
十
問
』
は
「
九
至
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
故
曰
」
と
い
う
の
は
、
出
典
の
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
言
い
方
で
あ
り
、『
十

問
』
の
こ
の
部
分
が
他
の
書
物
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た

め
、『
十
問
』
の
こ
の
記
述
が
、
こ
の
類
の
書
物
の
最
も
古
い
書
物
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
内
容
は
『
医
心
方
』
所
引
の
『
玉
房
秘
決
』
に
も
み
え
、
後
代
ま
で
伝

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
様
の
内
容
の
書
物
は
『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
』『
十
問
』
以
外
に
も
あ
っ

『
天
下
至
道
談
』

『
合
陰
陽
』

『
十
問
』

『
医
心
方
』

備　
　
　
　

考

〈
章
〉
三
⑴

〈
原
〉
壹

（
動
）
耳
目
葱
（
聰
）
明
、

再

（
動
）
聲
音
章
、
三

（
動
）

皮
革
光
、
四

（
動
）
脊
骨
強
、
五

（
動
）
尻
脾
（
髀
）
方
、六

（
動
）

水
道
行
、
七

（
動
）
致
（
至
）
堅

以
強
、
八

（
動
）
志
驕
以
陽
、
九

（
動
）
順
彼
天

（
英
）、十

（
動
）

産
神
明
。

〈
章
〉
三
⑴

〈
原
〉
十
動
、
始
十
、
次
廿
、
卅
、

、五〔
十
〕、
〔
六
十
〕、
〔
七
十
〕、

〔
八
十
〕、

〔
九
十
〕、
百
出
入

而
毋
決 

。
一
動
毋
決
、耳
目
葱（
聰
）

明 

、
再
而
音
聲
【
章
】、
三
而
皮
革

光
、
四
而
脊
脅
強
、
五
而
尻
脾
（
髀
）

方
、
六
而
水
道
行
、
七
而
至
堅
以
強
、

八
而
奏
理
光
、
九
而
通
神
明
、
十

而
爲
身
常
、
此
胃
（
謂
）
十
動
。

〈
章
〉
十
一
⑴

〈
原
〉
椄
（
接
）
陰
之
道
、必
心
塞
葆
、

刑
（
形
）
氣
相
葆
。 

故
曰
、
壹
至
勿

星
、耳
目
葱
（
聰
）
明
。 

再
至 

勿
星
、

音
氣 

高
陽
（
揚
）、
三
至
勿
星
、
被

（
皮
）
革
有
光
。
四
至
勿
星
、脊

（
脚
）

不

（
傷
）。
五
至
勿
星
、
尻
脾
（
髀
）

能
方
。
六
至
勿
星
、
百
脈
通
行
。
七

至
勿
星
、冬
（
終
）
身
失
（
无
）
央
（
殃
）。

八
至
勿
星
、
可
以
壽
長
。
九
至
勿
星
、

通
於
神
明
」
曹
熬
之
椄
（
接
）
陰
治

神
氣
之
道
。

又
（
玉
房
秘
決
）
云
、
黄
帝
曰
、

願
聞
動
而
不
施
、
其
効
何
如
。
素

女
曰
、
一
動
不
寫
則
氣
力
強
、
再

動
不
寫
、
耳
目
聡
明
、
三
動
不
寫
、

衆
病
消
已
、
四
動
不
寫
、
五
神
咸
安
、

五
動
不
寫
、
血
脈
充
長
、
六
動
不
寫
、

腰
背
堅
強
、
七
動
不
寫
、
尻
股
益
力
、

八
動
不
寫
、
身
體
生
光
、
九
動
不
寫
、

壽
命
未
央
、
十
動
不
寫
、
通
于
神
明
。

（
巻
廿
八
房
内
、
還
精
第
十
八
）

※ 

馬
王
堆
の
書
物
は
簡
潔
な
も
の

か
ら
並
べ
た
。※『
十
問
』の「
故

曰
」
は
出
典
を
前
提
と
し
た
言

い
方
。
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た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、『
漢
書
』
芸

文
志
に
著
録
さ
れ
る
房
中
書
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
下
、
さ
ら
に
細
か
く
比
べ
て
み
た
い
。

『
天
下
至
道
談
』

『
合
陰
陽
』

『
十
問
』

『
医
心
方
』

備
考

１

耳
目
葱（
聰
）明

耳
目
葱（
聰
）明

耳
目
葱（
聰
）明

氣
力
強

他
と
重

複
す
る

文
字
に

ア
ン
ダ

ー
ラ
イ

ン
を
施

し
た
。

２

聲
音
章

音
聲【
章
】

音
氣
高
陽（
揚
）

耳
目
聡
明

３

皮
革
光

皮
革
光

被（
皮
）革
有
光

衆
病
消
已

４

脊
骨
強

脊
脅
強

脊
（
脚
）不
（
傷
）

五
神
咸
安

５

尻
脾（
髀
）方

尻
脾（
髀
）方

尻
脾（
髀
）能
方

血
脈
充
長

６

水
道
行

水
道
行

百
脈
通
行

腰
背
堅
強

７

致（
至
）堅
以
強

至
堅
以
強

冬（
終
）身
失（
无
）央（
殃
）
尻
股
益
力

８

志
驕
以
陽

奏
理
光

可
以
壽
長

身
體
生
光

９

順
彼
天
（
英
）

通
神
明

通
於
神
明 

壽
命
未
央

10

産
神
明

爲
身
常

通
于
神
明

　
『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
』『
十
問
』
の
三
つ
の
書
物
に
完
全
に
共
通
す
る

の
は
、１
の
「
耳
目
葱
（
聰
）
明
」
の
み
で
あ
る
。『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
』

の
二
つ
の
み
に
共
通
す
る
の
が
、
３
の
「
皮
革
光
」、
５
の
「
尻
脾
（
髀
）
方 

」、

６
の
「
水
道
行
」
で
あ
る
。
一
方
、『
十
問
』
は
３
に
つ
い
て
は
、「
被
（
皮
）

革
有
光
」
で
「
被
」
と
「
皮
」
が
異
な
り
「
有
」
が
多
く
、５
は
「
尻
脾
（
髀
）

能
方
」
で
「
能
」
の
文
字
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
天
下
至
道
談
』『
合
陰

陽
』
は
か
な
り
近
く
、『
十
問
』
は
よ
く
似
る
も
の
の
、
少
し
遠
い
と
い
え
る
。

　

影
響
関
係
は
直
線
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、『
天
下
至
道
談
』

『
合
陰
陽
』『
十
問
』
を
比
較
す
れ
ば
、『
天
下
至
道
談
』
が
も
っ
と
も
古
く
、

つ
づ
い
て
『
合
陰
陽
』『
十
問
』
と
並
べ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
、
そ
の
内
容
は
、
日
本
の
永
観
二
年
（
九
八
四
年
）
の
『
医
心
方
』
に
ま

で
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

十
勢

　

態
位
に
関
す
る
記
述
も
ま
た
各
書
に
重
複
し
た
内
容
が
記
さ
れ
る
。『
天

下
至
道
談
』
で
は
、
十

（
勢
）
と
し
て
、
一
、
虎
と
ら
が
お
よ
ぐ
流
、
二
、
蝉
せ
み
が
と
ま
る
付
、
三
、

尺し
ゃ
く
と
り
む
し

扞
（
蠖
）、
四
、
の

ろ

が

か

が

む

（
麕
）

（
暴
）、
五
、
黄い

な

ご

の

は

や

に

え

（
蝗
）柘（
磔
）、
六
、
爰
さ
る
が
う
ず
く
ま
る
居

、
七
、

瞻ひ
き
が
え
る
諸
、
八
、
兔
う
さ
ぎ
が
は
ね
る
務
（

）、
九
、
青
と

ん

ぼ

（
蜻
）靈（
蛉
）、
十
、

魚
さ
か
な
が
む
ら
が
る
族

（
嘬
）

が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
効
用
と
し
て
、「
息
内
」、
体
内
を
や
す
ん
ず
る
、「
思
外
」、

外
形
を
や
す
ん
ず
る
等
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
息
内
」
と
「
思
外
」
は
、「
内
」
と
「
外
」
で
あ
る
が
、『
天
下
至
道
談
』

で
は
原
文
六
に
「
内
（
房
内
）」・「
内
熱
」
と
「
外
（
外
形
）」。
原
文
十
に
「
内
閉
」

と
「
外
泄
」
と
み
え
、原
文
二
十
六
に
「
雄
牡
の
属
を
陽
と
為
す
、陽
は
外
な
り
。

雌
牝
の
属
を
陰
と
為
す
、
陰
は
内
な
り
」
と
み
え
る
。
要
す
る
に
内
外
が
陰
陽

に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
陰
陽
思
想
の
枠
組
み
の
中
に
あ
る
と
わ
か
る
。

　

け
れ
ど
も
、
内
や
外
と
、
動
物
や
昆
虫
の
姿
形
と
は
、
と
く
に
結
び
つ
か
な

い
。
こ
の
よ
う
な
態
位
は
、『
荘
子
』刻
意
篇
に
み
え
る
導
引
の
徒
が
行
っ
た「
熊

経
鳥
申
」、
ま
た
同
じ
く
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
た
『
導
引
図
』、
さ
ら
に
は
魏
の

華
佗
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
五
禽
の
戯
」
等
と
よ
く
似
て
い
る
。
導
引
は
一
人
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で
行
う
も
の
だ
が
、
健
康
の
増
進
や
治
病
の
た
め
に
体
内
に

気
を
導
き
引
き
入
れ
る
た
め
の
体
の
動
か
し
方
で
あ
る
。
熊

経
は
熊
が
木
か
ら
経
ぶ
ら
さ
がる
、
鳥
申
は
鳥
が
羽
を
申の

（
伸
）
ば
す

と
理
解
で
き
、
ス
ト
レ
ッ
チ
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
が
呼
吸
術
と
連
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
五
禽
の
戯
」

は
、
虎
、
鹿
、
熊
、

、
鳥
の
五
種
の
動
物
の
姿
形
を
ま
ね

る
こ
と
に
よ
っ
て
疾
病
を
除
こ
う
と
し
た
。

　

房
中
術
は
男
女
二
人
で
行
な
い
、
導
引
は
一
人
で
行
な
う

と
い
う
差
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
動
物
の
姿
形
を

と
る
態
位
に
も
、
導
引
と
同
様
の
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。『
孟
子
』
は
教
え
の
行
わ
れ
な
い
状
態
を
「
禽
獸
に

近
し
」
と
貶
め
る
が
、
導
引
や
房
中
で
は
、
む
し
ろ
、
禽
獣

の
姿
態
や
動
作
を
ま
ね
る
こ
と
が
、
気
を
得
る
た
め
の
確
実

な
方
法
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

十

は『
合
陰
陽
』に
は
十
節
と
し
て
み
え
る
。『
養
生
方
』

に
は
六
つ
、『
玄
女
経
』（『
医
心
方
』
巻
二
十
八
、九
法
第

十
二
所
引
）
に
九
つ
、『
洞
玄
子
』（『
医
心
方
』
巻
二
十
九
、

卅
法
第
十
三
）
に
は
三
十
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
表
に
し

て
示
し
た
。

十
勢
・
十
節
・
□
□
・
九
法
・
卅
法
の
比
較

『
天
下
至
道
談
』

十
勢

『
合
陰
陽
』

十
節

『
養
生
方
』

 

□
□

『
玄

　23

女
経
』（『
医
心
方
』巻

二
十
八
、九
法
第
十
二
所
引
）

『
洞
玄
子
』（『
医
心
方
』巻

二
十
八
、
卅
法
第
十
三
所
引
）

一

虎
流

虎
游

麋
□

龍
翻

叙
綢
繆

二

蝉
付

蝉
柎

猿
踞

虎
歩

申

三

尺
扞（
蠖
）

斥（
尺
）蠖

伏

猿
搏

曝
鰓
魚

四
　
（
麕
）　
（
暴
）　
（
麕
）桷

蟾
蜍

蝉
附

騏
驎
角

五

黄（
蝗
）柘（
磔
）
蝗
磔  

魚

亀
騰

蠶
纏
綿

六

爰
居

爰（　

）據

蜻
□

鳳
翔

龍
宛
轉

七

瞻
諸

瞻（　

）諸

兔　

兔
吮
毫

魚
比
目

八

兔
務（　

）

兔
務

魚
接
鱗

燕
同
心

九

青（
蜻
）靈（
蛉
）
青（
蜻
）令（
蛉
）

鶴
交
頸

翡
翠
交

十

魚
族（　

）

魚
最

鴛
鴦
合

十
一

空
翻
蝶

十
二

背
飛
鳧

十
三

偃
葢
松

十
四

臨
壇
竹

十
五

鸞
雙
舞

十
六

鳳
將
雛

十
七

海
鴎
翔

十
八

野
馬
躍

十
九

驥
騁
足

廿

馬
揺
蹄

廿
一

白
虎
騰

廿
二

玄
蝉
附

廿
三

山
羊
對
樹

廿
四

鶏
臨
場

廿
五

丹
穴
鳳
遊

廿
六

玄
溟
鵬

廿
七

吟
猿
抱
樹

廿
八

鼠
同
穴

廿
九

三
春
驢

卅

秋
狗
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似
た
内
容
の
も
の
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
施
し
た
。『
天
下
至
道
談
』
十
勢
、

『
合
陰
陽
』
十
節
、『
養
生
方
』
□
□
、『
医
心
方
』
九
法
所
引
『
玄
女
経
』
ま
で
は
、

ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、『
玄
女
経
』
の
内
容
が
馬
王
堆
の

も
の
ま
で
遡
り
う
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
医
心
方
』
卅
法
所
引
『
洞
玄
子
』

は
、
項
目
が
三
十
に
ふ
え
て
は
い
る
が
、
や
は
り
似
た
名
称
も
あ
る
。

　

こ
の
表
で
は
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
記
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、『
天
下

至
道
談
』
に
み
え
た
「
息
内
」、「
思
外
」
と
い
っ
た
態
位
に
よ
る
効
果
を
あ
ら

わ
す
語
が
他
の
書
物
に
は
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
龍
一
吟
は
、『
医
心
方
』
卅

法
所
引
『
洞
玄
子
』
の
題
解
に
、
新
奇
で
刺
激
的
な
姿
式
が
夫
婦
生
活
に
新
鮮

な
活
力
を
与
え
る
　24

と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

明
治
期
に
葉
徳
輝
の
弟
子
が
『
医
心
方
』
房
内
篇
を
日
本
で
見
い
だ
し
、
そ

れ
を
も
と
に
葉
徳
輝
は
光
緒
三
年
（
一
九
○
七
）
に
『
双
梅
景
闇
叢
書
』
を
編

纂
し
、『
素
女
経
』『
素
女
方
』『
玉
房
秘
訣
』『
玉
房
指
要
』『
洞
玄
子
』
な
ど

の
房
中
書
を
復
元
し
た
　25

。
馬
王
堆
の
房
中
書
、『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
』『
十

問
』
そ
れ
に
『
養
生
方
』
の
一
部
は
、『
医
心
方
』
所
引
の
そ
れ
ら
の
書
の
系

譜
に
連
な
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
祖
形
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
僊
に
言
及
す
る
も
の
や
不
老
長
生

術
と
関
わ
る
も
の
は
、
房
中
術
が
神
仙
思
想
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
十
分
、
納

得
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
拙
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、『
天

下
至
道
談
』『
合
陰
陽
』『
十
問
』
そ
れ
に
『
養
生
方
』
は
、
お
互
い
に
重
複
す

る
内
容
を
も
つ
も
の
が
多
々
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
、
現
代
的
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
書
物
と
し
て
の
独
自
性
、
ま

と
ま
り
を
欠
く
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
類
似
の
内
容
が
繰
り

替
え
さ
れ
る
こ
と
は
、
実
用
を
主
と
す
る
後
世
の
日
用
類
書
の
類
に
は
一
般
的

な
こ
と
で
あ
る
。房
中
術
の
書
物
は
理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
術
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
、
実
用
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た

当
時
は
写
本
で
あ
る
た
め
、
有
用
な
記
述
の
み
を
他
の
書
物
か
ら
切
り
貼
り
す

る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

け
れ
ど
も
、
重
複
す
る
内
容
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
が

可
能
に
な
る
。
そ
れ
は
本
文
の
正
確
な
理
解
に
役
立
つ
。
ま
た
書
物
の
先
後
を

あ
る
程
度
、推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
』『
十

問
』
は
、
こ
の
順
に
古
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

　

内
容
の
細
か
な
検
討
は
訳
注
　26

で
行
う
が
、
い
く
つ
か
興
味
深
い
言
葉
が
あ

ら
わ
れ
る
。
一
つ
は
「
陰
陽
不
死
」
で
あ
る
。
陰
陽
は
中
国
思
想
を
考
察
す
る

場
合
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
不
死
」
と
定
義
す
る
こ
と

は
陰
陽
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
。
陰
陽
は
循
環
し
、
循
環
す
る
も
の
は
永
遠
に

繰
り
返
す
。
そ
れ
は
不
死
な
の
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
「
脳
」
で
あ
る
。
房
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中
術
で
い
う
「
精
」
は
男
性
だ
け
で
な
く
女
性
も
有
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
を

取
り
入
れ
、
循
環
さ
せ
、
脳
に
充
た
そ
う
と
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
タ
ン
ト

ラ
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

注
１　

何
介
鈞
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
二
、三
号
漢
墓　

第
一
巻
、
田
野
考
古
発
掘

報
告
』、
湖
南
省
博
物
館
、 
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
、
文
物
出
版
社
、

二
○
○
四
、
第
三
章　

年
代
和
死
者　

二
三
八
頁
参
照
。

２ 

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
。

３ 

注
１
参
照
。

４ 

前
掲
『
長
沙
馬
王
堆
二
、三
号
漢
墓　

第
一
巻
、
田
野
考
古
発
掘
報
告
』

第
二
章　

三
号
漢
墓　
（
二
）
医
書
七
四
頁
を
翻
訳
し
た
。

５ 

同
七
四
頁
。

６ 

。
拙
稿
で
は
十
熱
で
は
な
く
十
勢
と
解
し
た
。

７ 

鉄
井
慶
紀
「
黄
帝
伝
説
に
つ
い
て
」『
中
国
神
話
の
文
化
人
類
学
的
研
究
』、

平
河
出
版
社
、
一
九
九
〇
、三
三
五
頁
。

８ 

バ
ー
バ
ラ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
『
神
話
・
伝
承
事
典
』、
大
修
館
書
店
、

一
九
九
〇
、六
三
○
頁
、P

haethon 

パ
エ
ト
ン
。

９ 

辻
尾
榮
市
「
葬
船
考
」「
人
文
学
論
集
」
第
27
集
に
詳
し
い
。

10 

拙
稿
《
老
子
》
里
的
精
与
房
中
術―

関
于
広
成
子
・
大
成
・
容
成
」『
国

際
道
徳
経
論
壇
論
文
集　

和
諧
世
界　

以
道
相
通
』、
二
〇
〇
七
、『
道
德

經
』
に
み
え
る
「
精
」
と
房
中
術―

広
成
子
・
大
成
・
容
成
等
「
成
」
の

つ
く
人
物
と
の
関
わ
り
か
ら
、「
人
文
学
論
集
」
第
26
集
、
二
〇
〇
八
を

参
照
。

11 

拙
稿
「
老
子
と
房
中
術
」「
人
文
学
論
集
」
第
９
集
、
一
九
九
一
を
参
照
。

12 

「
松
喬
考―

赤
松
子
と
王
子
喬
の
伝
説
に
つ
い
て―

」（
大
阪
府
立
大
学
紀

要
、
人
文
社
会
科
学
、
第
四
十
巻
、
一
九
九
二
、
の
ち
に
補
筆
し
て
「
古

代
学
研
究
」
137
、
古
代
学
研
究
会
、
一
九
九
七
に
転
載
）

13 

尾
崎
正
治
・
平
木
康
平
・
大
形
徹
『
鑑
賞
・
中
国
の
古
典
9
『
抱
朴
子
・

列
仙
伝
』』、
角
川
書
店
、
一
九
八
八
、『
列
仙
伝
』
彭
祖
を
参
照
。

14 

麥
谷
邦
夫
編
訳
、
武
田
時
昌
、
奈
良
行
博
、
野
間
和
則
訳
、
科
学
研
究
費

研
究
成
果
報
告
書
を
参
照
。

15 

坂
出
祥
伸
「
彭
祖
伝
説
と
『
彭
祖
経
』」（『
道
教
と
養
生
思
想
』、
ぺ
り
か

ん
社
、
一
九
九
二
）
に
彭
祖
の
こ
と
が
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。

16 

「
房
中
術
と
陰
陽
」
と
し
て
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
武
田
時
昌

氏
の
陰
陽
五
行
研
究
会
（2008.11.15

）
で
発
表
し
た
。

17 

山
下
主
一
郎
訳
『
神
話
・
伝
承
事
典
』、
一
九
八
八
、
大
修
館
書
店
。

18 
同
右
、
七
七
○
頁
、B

ullough, Vern L. The Subordinate Sex. C
hicago: 

university of Illinois Press, 1973

19 

天
野
陽
介
、
宮
川
浩
也
、
小
曽
戸
洋
、
石
野
尚
吾
、
花
輪
壽
彦
は
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「「
天
下
至
道
談
」
の
再
検
討
」T

he Japan Society for O
riental 

M
edicines

、
日
本
東
洋
醫
學
雜
誌
57
（
別
冊
）、
第
57
回
日
本
東
洋
医
学

会
学
術
総
会
、
二
〇
〇
六
に
お
い
て
、
こ
の
書
物
の
写
真
版
が
鮮
明
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
釈
文
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。

20 

拙
稿
「「
仙
」
と
「
僊
」―

神
仙
思
想
の
形
成
と
文
字
の
変
化―

」
人
間

文
化
学
研
究
集
録
、
第
１
２
号
、
二
〇
〇
三
を
参
照

21 

『
東
洋
史
苑
』
三
二
号
、
龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
、
一
九
八
八

22 

『
新
中
医
』
一
九
九
○―

九
、
広
州
中
医
学
院
、
一
九
九
〇

23 

影
印
本
の
『
医
心
方
』（
原
著
者　

日
・
宿
禰
康
頼
、
発
行
人　

劉
修
橋
、

新
文
豊
出
版
、
中
華
民
国
六
十
五
年
）
に
は
、
玄
の
横
に
「
素
」
の
書
き

込
み
が
あ
る
。
そ
れ
だ
と
『
素
女
経
』
の
意
味
に
な
る
。

24 

龍
一
吟
『
中
国
古
代
性
学
集
成
』、
八
龍
出
版
文
化
服
務
有
限
公
司
、

一
九
九
一
、一
六
頁
の
内
容
を
要
約
。

25 

葉
徳
輝
編
、
楊
逢
彬
、
何
守
中
整
理
・
校
点
『
双
梅
影
闇
叢
書
』、
海
南

国
際
新
聞
出
版
中
心
、
一
九
九
八
の
出
版
前
言
を
参
照
。

26 

東
方
書
店
か
ら
出
版
予
定
。

　

本
稿
は
、平
成
二
十
一
年
度
、科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究
）（
C
）（
2
）「
太

陽
と
ロ
ー
タ
ス
と
鳥
の
図
像
と
神
仙
思
想
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


